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大学のブランディング化に関する研究

温泉利用が鍼灸治療の効果に与える影響

江 川 雅 人【はり・きゅう学講座／きららの湯若狭鍼灸院】

【緒言】
明治国際医療大学きららの湯若狭鍼灸院は福

井県若狭町に令和元年 月 日に開院した。本
院は温泉施設（みかた温泉きららの湯）に併設さ
れ、福井県若狭町、地元企業（株式会社オーイン
グ）と本学の産官学連携協議の下に開設された治
療院であることを特徴としている。
温泉と鍼灸治療の併用は「湯治」と言われる我

が国の伝統的な治療と養生のシステムであり、湯
治が病気の治療や健康増進に有効であることは
口伝的に承知しているものの、その有効性につい
て十分に検討されているとは言い難い。
本研究では、温泉の利用が鍼灸治療の効果に与

える影響について検討した。

【目的】
温泉入浴が入浴後の鍼灸治療の臨床効果およ

びストレス度に与える影響を明らかにする。
【期間と対象】

年 月から翌年 月までに若狭鍼灸院を
受療した患者で、本研究に関する説明に同意した
者。本研究は本学ヒト研究審査委員会の承認を得
て行われた。
【方法】
鍼灸治療後に以下１）〜３）の内容をアンケー

ト様式で回答を得た。
１）鍼灸治療の対象症状の治療後の変化を５段階
のカテゴリカルスケール（①ほとんど消失・改善
→ 以下、②ずいぶんと軽減・改善 → 、

③幾らか改善 → 、④少しは改善 → 、
⑤ほとんど変化なし・悪化）で評価した。
２）全身症状の有無と治療後の変化を５段階のカ
テゴリカルスケール（前段同様）で評価した。
３）鍼灸治療に対する「心地よさ」を４段階のカ
テゴリカルスケール（①とても心地よかった、②
心地よかった、③少し心地よかった、④ほとんど
心地よくなかった）で評価した。
４）鍼灸治療前後で唾液アミラーゼモニター（ニ
プロ株式会社製）を用いてストレス度の測定を行
った。
５）温泉入浴者には入浴時間を聴取した。
以上の結果を、鍼灸治療を単独で受けた群（以

下、鍼灸単独群）」と温泉入浴後に鍼灸治療を受け
た群（以下、温泉併用群）」で比較し、温泉入浴が
鍼灸治療の効果に与える影響を検討した。なお温
泉へは鍼灸治療前に入浴することとし、入浴の時
間や方法は被験者の任意とした。鍼灸治療は入浴
後 分間程度の後に行った。
鍼灸治療の方法は、運動器症状（頚肩こり、背

腰痛、膝痛など）には疼痛や筋緊張部位に局所的
な施術を行い、置鍼術や温灸療法を中心に行った。
内科的疾患には弁証論治に従った施術を、美容を
目的とした鍼治療は規定された顔面部への施術
を行い、置鍼術を中心に行った。
【結果】
１）対象者の概要
鍼灸単独群 例（ 、 ± 歳）、

温泉併用群 例（ 、 ± 歳）が集
積された。温泉併用群の平均温浴時間は ±

分間であった。全 例における鍼灸治療の
対象症状は背腰臀部の疼痛・しびれ 例、頚肩
の疼痛・こり 例、膝・下肢痛 例、胃部不快感
と美容鍼灸が各 例であった。全身症状は、疲労
感・倦怠感・脱力感 例、冷え 例、めまい
例、腹部不快感 例、ストレス等気分障害 例が
認められた。
２）対象症状に対する効果（表１）

「ほとんど消失・改善」と「ずいぶんと軽減・
改善」を合わせた症例数は、鍼灸単独群では 例
中 例（ ）に対して、温泉併用群では 例
中 例（ ）であり、温泉併用群の対象症状
に対する効果の相対的な高さがうかがわれた。
３）全身症状に対する効果（表２）

「ほとんど消失・改善」と「ずいぶんと軽減・
改善」を合わせた症例数は、鍼灸単独群では 例
中 例（ ）に対して、温泉併用群では 例

表１．鍼灸治療の対象症状に対する治療効果の比較

表２．全身症状に対する治療効果の比較

みかた温泉きららの湯（福井県三方上中郡若狭町）
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中 例（ ）であった。特に鍼灸単独群では
例中 例において「ほとんど変化なし・悪化」

を示し（実際に悪化した症例なし）、温泉併用群で
は 例中 例で「少しは改善」以上を認めた。
４）鍼灸治療の心地よさの比較（表３）

いずれの群でも「少し心地よかった」以上の結
果が得られたが、温泉併用群では 例全例で「と
ても心地よかった」との回答が得られた。
５）鍼灸治療前後の唾液アミラーゼ値の変化の比
較
鍼灸治療前後での唾液アミラーゼ値（ ±

.）〔 〕の変化は、鍼灸単独群（ ）で
は ± → ± 、低下例数 例であっ
た。温泉併用群（ ）では ± → ±

、低下例数 例であった。
また、唾液アミラーゼ値において「ストレスが

ある」と判定される＞ の症例においては、鍼
灸単独群（ ）では ± → ± 、
低下例数５例（ ）であった。温泉併用群（ ）
では ± → ± 、低下例数 例
（ ）であった（図１）。

【考察】
１）温泉入浴が鍼灸治療の臨床的効果と「心地よ
さ」に与える影響
本研究においては鍼灸治療直後の症状：対象症

状および全身症状の変化をカテゴリカルスケー
ルで評価し、鍼灸単独治療の効果と予め温泉に入
浴した場合の効果を比較した。その結果、対象症
状は温泉併用群において、一定以上の症状の軽減
を得た症例の割合が多かった。全身症状に対して
も温泉併用群では鍼灸治療直後に症状が軽減す
る割合が高かった。全身症状に対しては、本研究
においては積極的な治療を施しておらず、鍼灸単
独群では２／３の症例で「ほとんど変化なし」と

いう結果であったが、温泉併用群では 例中 例
で「少しは改善」以上を認めた。
すなわち、対象症状に対しても、全身症状に対

しても、温泉に予め入浴した場合に、より高い改
善をもたらす結果であった。
また、鍼灸治療の「心地よさ」に関する調査で

は、温泉入浴群では全例で「とても心地よかった」
と回答を得て、鍼灸単独群との大きな違いが認め
られた。鍼灸治療を「心地よく」感じたことが、
治療直後の対象症状や全身症状をより良く改善
させたことに関連している可能性も考えられた。
温泉入浴は温熱・水圧・浮力など物理的刺激に

よる皮膚温の上昇、血流改善、筋緊張緩和といっ
た効果や温泉成分の吸収による効果が唱えられ
ている。また、リラックス効果を中心とした中枢
神経系への影響もあると思われる。これらの変化
が鍼灸刺激と如何に関連をもたらしたかは明ら
かではないが、温泉入浴によって得られた生体の
変化が鍼灸治療の臨床効果をより強く引き出す
ことが示唆された。
２）温泉入浴が鍼灸治療のストレス緩和に与える
影響
唾液アミラーゼ値を指標としたストレスに与

える影響については、鍼灸単独群でも温泉併用群
でも、鍼灸治療後による一定の方向性は見られな
かった。鍼灸治療による症状の緩和や全身症状の
低減がストレス緩和に結びつくものと予想され
たが、臨床的な効果や心地よさとストレスの緩和
に関しても相関性は認められなかった。鍼灸とい
う刺激が、特にストレス状態でない症例において
はストレッサーとして作用している可能性も考
えられた。
一方、鍼灸治療前において唾液アミラーゼ値が

＞ 〔 〕を示した、いわゆる「ストレスがあ
る」と考えられた症例においては鍼灸治療単独群
では方向性を認めないものの、温泉併用群では
例中４例（ ）で唾液アミラーゼ値の低下、す
なわちストレス度の低下が認められ、予め温泉入
浴を行うことが、鍼灸治療によるストレス緩和効
果を引き出すことが示唆された。
３）温泉入浴と鍼灸治療−「湯治」の可能性
日本は世界でも有数の温泉国であり、宿泊施設

のある温泉地数は 箇所、宿泊施設数
件に年間１億 万人の利用者があると報告さ
れている。温泉と鍼灸治療を組み合わせた「湯治」
がより高い医学的効果をもたらすならば、我が国
において、鍼灸治療を応用した利用範囲は極めて
広いものになると予想される。
今後とも症例を集積することで信頼度の高い

結果が求められるものと考えている。
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表３．鍼灸治療の心地よさの比較

図１．＞ 以上値の症例における鍼灸治療前後の
唾液アミラーゼ値の変化


